
※ ホームページ等で公表します。（様式１）  

立 教 Ｓ Ｆ Ｒ － プ 自 由 － 報 告  

 

立教大学学術推進特別重点資金（立教ＳＦＲ）  

プロジェクト研究（自由プロジェクト研究）  

２０１０年度研究【経過・成果】報告書  

 

研 究 代 表 者 

所属･職名 氏 名 

 現代心理学部・教授    長田  佳久  印  

研究課題 
 解離症状への臨床治療アプローチ：脳機能画像手法に基づく触知覚メカニ

ズムの検討  

研 究 組 織 

 

所属大学名等・職名 氏 名 
国立精神・神経医療研究セ
ン タ ー 精 神 保 健 研 究 所 /成
人精神保健部 /室長  
 
立教大学 /文学部 /教授  
 
千葉大学 /工学研究科 /助教  
 
国立精神・神経医療研究セ
ン タ ー 精 神 保 健 研 究 所 /成
人精神保健部 /研究員  

 

 

栗山健一  
 
 
 
 
 河野哲也  
 
 小山慎一  
 

 本間元康  

研究期間 2009 年度   ～  2010 年度  

研究経費 
2009 年度 2010 年度 総計 

3,000 千円 3,000 千円 6,000 千円 

 

研究の概要（200～300字で記入、図･グラフ等は使用しないこと。） 

本研究は、「触知覚」という心理学的現象から「解離」と呼ばれる精神病理の治療可能

性までを研究対象としたトランスレーショナル研究である .「触知覚」は痛みの認識とい

う視点を含め、自己と他者の境界線の問題として多いに議論がなされ、自意識との関係

で現代哲学の中心的命題の位置にある．一方、精神医学領域では、不安障害の心的外傷

後ストレス障害（ PTSD）の一症状として、防御のため自己同一性を喪失する「解離」と

いう精神病理が報告されており、自己意識に関わる「触知覚」の基本原理が深く関与し

ている可能性がある．本研究は、実験心理学の中で蓄積されてきた触知覚の知見を元に、

「解離」の精神病理学的メカニズムを心理物理学的手法と脳機能画像分析手法を用いて

検討し、最終的に臨床研究に役立つ知見の提供を目的とする．  

 

キーワード（研究内容をよく表しているものを３項目以内で記入。） 
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研究【経過・成果】の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 

精神医学研究領域との提携は ，精神病理の臨床的知見と本学の基礎心理学的知見を融

合し，人間精神の基礎メカニズム解明から治療応用までを網羅した包括的な研究状況

を確立できる可能性がある .現在の医学領域は，トランスレーショナルメディスンとい

う基礎科学的知見を臨床応用可能な研究を重視する方向へ急激に向かっている．本プ

ロジェクトは，大学の教育機関における「トランスレーショナルクリニカルサイコロ

ジー」とでも呼ぶべき方向性の一例として，他大学の心理学部門にはない特色を打ち

出している .本学の心理学部門，国立精神・神経医療研究センターの精神医学部門 ，な

らびに千葉大学の工学部門が連携することで ，本学特有の先進的研究アプローチを展

開している．  

本プロジェクトでは「解離」症状の臨床治療アプローチを 目指すため，ラバーハンド

イリュージョンと呼ばれる心理学的触錯覚に焦点を当てている．ラバーハンドイリュ

ージョンとは，ラバーハンド（ゴムの手）とリアルハンド（自身の手）を同時に刺激

し，リアルハンドは机の下に隠してラバーハンドを見続けると ，触知覚をリアルハン

ドからではなくラバーハンドから感じる錯覚である．この錯覚は ，触知覚のひとつで

ある自己受容感覚（身体を把握する感覚）が自身以外のモノに定位するという点で興

味深い．  

初年度では，その現象を応用し，また行動実験用の触刺激装置を作製し，痛みを低減

させる実験パラダイムを完成させた（現在論文投稿中）．また 2 年目に fMRI（ funct ional  

Magnetic  Resonance  Imaging）用の触刺激装置を作製し ，現在データが揃い始めてい

る．このデータは脳の感覚統合の方策に大きな示唆が与えられると期待している．   

これまでの先行研究における触知覚実験は ，そのほとんどが手動で行ってきたため，

精度の高いデータが出せなかった ．これに対し本実験では機械による自動制御ができ

て精度の高いデータが出せるようになり ，これは大きな成果と言える ．また関連する

論文を多く出せたことも大きな成果と言える（論文 8 本）．   

しかしながら本テーマの痛みのメカニズムは未知な部分も多く ，今後の課題は山積

している．本プロジェクトを進めることによって ，「解離」症状に対する治療アプロー

チ を 実 験 心 理 学 に 基 づ い て 示 す ま っ た く 新 し い 研 究 報 告 と な り え る ． 一 般 人 口 の 約

６％の人が，高い解離傾向（３種類以上の高頻度の解離症状）を持っているという報

告もあり，その治療法を求める声は多いと思われる．本研究によって形成されるモデ

ルを基盤とすることで，解離症状だけでなく，治療困難な慢性疼痛などへの新たな治

療アプローチへと生かされるはずであり，その意義は大きいといえる．  
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